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Ⅱ　 人　 口

１ ． 人口と 世帯数
人口は微増し ている中で、 世帯数の増加が多いこ と から 、 １ 世帯あたり の人

口は少なく なっ ている。

世帯数の推移と 世帯あたり の人口

平成1 8 年 2 2 2 4 2 6 2 8 3 0 令和2 年

人　 　 口 5 9 ,2 0 5 5 9 ,4 8 3 5 9 ,6 5 3 5 9 ,6 5 7 5 9 ,2 9 1 5 9 ,3 6 6 5 9 ,4 4 5

世 帯 数 1 9 ,6 7 0 2 0 ,5 0 1 2 1 ,1 4 0 2 1 ,6 2 5 2 1 ,6 6 1 2 2 ,3 5 8 2 3 ,1 0 6

世帯あたり

人　 　 口
3 .0 1 2 .9 2 .8 2 2 .7 6 2 .7 4 2 .6 6 2 .5 6

資料： 栃木県毎月人口推計月報

令和2 年国勢調査　 1 世帯あたり の人数
単位： 人／世帯

宇都宮市 2 .2 6 鹿 沼 市 2 .6 1 大 田 原 市 2 .4 3 那須烏山市 2 .7 1

足 利 市 2 .3 6 日 光 市 2 .4 1 矢 板 市 2 .6 0

栃 木 市 2 .3 9 小 山 市 2 .4 2 那須塩原市 2 .4 4

佐 野 市 2 .4 2 真 岡 市 2 .6 7 さ く ら 市 2 .7 3

令和2 年1 0 月１ 日現在

参　 考
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年少人口（ ０ ～1 4 歳）

老齢人口（ 6 5 歳以上）

生産年齢人口（ 1 5 ～6 4 歳）

２ ． 人口構成と 推移
年少人口、 生産年齢人口と も に減少傾向であるが、 老齢人口は増加し ている

こ と から 、 高齢化が進んでいるこ と が分かる。

人口構成と 推移
単位： 人

平成1 2 年 1 7 2 2 2 7

年少人口（ ０ ～1 4 歳） 9 ,9 9 3 9 ,4 2 6 8 ,8 2 5 8 ,2 0 6

生産年齢人口（ 1 5 ～6 4 歳） 3 9 ,0 5 7 3 9 ,8 6 9 3 9 ,1 7 4 3 7 ,6 5 6

老齢人口（ 6 5 歳以上） 8 ,3 7 6 9 ,7 9 0 1 1 ,3 0 0 1 3 ,3 2 9

資料： 国勢調査

− 1 0 −



３ ． D ID（ 人口集中地区）

Ｄ Ｉ Ｄ
単位　 人口： 人　 面積:㎢、 人口密度:人／㎢

人　 口 面　 積 人口密度

南河内地区

国分寺地区
2 2 ,4 8 7 4 .1 3 5 ,4 4 4 .8

石橋地区 1 0 ,5 9 3 2 .1 5 4 ,9 2 7 .0

下野市 3 3 ,0 8 0 6 .2 8 5 ,2 6 7 .5

※　 現行のD ID は、 平成2 7 年国勢調査にて設定さ れたも のです

D ID (D ense ly Inha b ited  D istrict： 人口集中地区）と は

　 市区町村の境界内において人口密度の高い（ 約4 ,0 0 0 人／K㎡以上

の）国勢調査区を 基礎単位と し て用いたと き に、 こ れら が隣接し た地域

の人口が5 ,0 0 0 人以上を有し ている市街地がD ID と なり ます。

　 こ のD ID の人口と 面積は， 国勢調査で得ら れた結果を 用いて算出し

ています。

解　 説

石橋地区 国分寺地区

南河内地区

− 1 1 −


